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くまもとアートポリスシンポジウム

ホスピタリティと建築
一これからの病院をみんなで語り合う一

急激な社会変化の中で少子高齢化社会や防災などをはじめとする安心安全への対応が街づ<
りや建築に求められるようになってきました。個々の建築は単独で存在をアピールするのでは

な<、 人と人、地域と人、文化と人を繋ぐ場としての役害」が重要視されはじめています。

数ある公共性の高い建築の中でも特に病院建築においては、質の高い医療行為の提供を可能
とする環境づ<り と憲者との相互理解を深めるため、様疫な観点からのホスピタリティの充実
が求められています。
今回のシンポジウムは、医療文イヒが高<評価されている熊本で「ホスピタリテイと建築」を
テーマに、これからの病院建築に焦点をあて公共的な建築の未来について語り合います。

<第―部>
O講演

O報告 プロジェクト「高野病院」
川 島 浩 孝 氏 共同建築設計事務所

朽F'畢 潤氏コンテンポラリーズ (五十音1贋 )

<第二部>
O講演  「病院建築を考える 安全・安心・快適を求めて」

「これからの公共建築・都市」伊 東 豊 雄 氏 建築家・KAPコミッショナー

福 田 1岡氏 熊本県医師会長、福田病院理事長

Oパネルデイスカッション「これからの病院づくり…安心のランドマーク」

福 田 稲 氏、藤 山 重 俊 氏くまもと森都総合病院理事長、

山 田 ― 隆 氏高野病院理事長

桂英昭氏 KAPア ドバイザー

オブザーバー 伊東豊雄氏、末廣香織氏KAPアドバイザー、曽我部昌史氏KAPアドバイザー、
川島浩孝氏、柳澤潤氏

パネリス ト
(五十音順)

司会



くまもとアー トポリス事務局宛て

(熊本県土木部建築住宅局建築課内)

鶴諄D右のバ=コードを読み
取つてくださし、

ec)ァートポリスのホームペ

ージにあるリンクから申

請してくださし、

@ oe6-384-sl2o
卜
““

〉通p@p患薇um五品otO口りjl

※ 「よろず申請本舗」、「FAX」 又は「E mall」 で お申込みください。
<申込者1>(代表者)

裳 L。自餞郭斬・達蝶 ・公舞ミ・コ馳

号→交・会盤藤字[         ]

(ら、りがな)

裳 L・鶴離封斬 。建篠 。公務ミ・U地

与→交・会盤経字[         ]

裳 L・ 鶴 餞 郭 口F・ 底鰈 ・公務 ミ・利 地

寺峙交。会盤経宇[         ]
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。
会 ネ 土 名 場 ,自 争 [                      ]

※ 居住地欄は、県内の方は市町村名まで、県外の方は都道府県名を記入してください

△
ム

主

時 :平成 28年 2月 1日 (月 )

開場 12時 30分  開演 :13時 10分

場 :熊本県民交流会館パレア パレアホール

(熊本市中央区手取本町 8番 9号)

催 :熊本県、熊本県公共建築行政連絡協議会、

一般財団法人熊本県建築住宅センター
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くまもとアートポリス事務局 (熊本県土木部建築住宅局建築課内)

TEL:096-333-2537

|く まもとアートポリス シンポジウム ‐
『ホスピタリティと静 これからの病院をみんなで語り合う●」

参‐加1申1込1書 :

※ 申込締切自=平成
281年1月
‐
27自|(水)

お1問合せ先

』
秘

(ら、りがな) 鮨 :

離・．一，
∈EL)

=滋
) (E稲 i l)

申ヽ込者2ゝ

1氏||1名
‐   ‐〉くJとV審ミ | ‐

|く申込者4〉

| 1氏■‐名|

|   ※必須■■‐


